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子子子どどどもももたたたちちちののの笑笑笑顔顔顔がががもももっっっととと輝輝輝くくくここことととををを願願願っっっててて   
一之江第二小学校  学学  校校  応応  援援  団団   

 本校では、４４年にわたって継承してきた校風、伝統、実績などを踏まえ、２１世紀を逞しく生きる

子どもたちを育てる創造性と可能性のある教育活動に取り組んでいます。これまでも読み聞かせ、公園

ボランチテイア、児童の安全確保等において地域の方々より多大なるご協力を頂いて参りました。その

歩みを財産としながら、より多角的・創造的にご支援を頂けるよう応援団の運営を進めていきたいと考

えています。 

具体的には、学校評議員とＰＴＡ，すくすくスクールサポートセンター等のご協力をもとに〔学校応

援団コーディネーター会〕を組織し、三つの柱をもとに計画・運営にあたりたいと思っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～一之江第二小学校応援団～ 
 

◆お話クレヨンさんによる読み聞か

せ、図書室整備 

◆地元の伝統工芸、小松菜農家見学 

◆有志のお母さんによる見学の付き

添い 

 

◆学校もったいない運動 

◆有志のお父さんによる運動会の準

備後片付け 

◆地域の方々・PTA・教職員の協力

によるふれあい祭り 

◆見守り隊による児童下校時の安全

指導 

◇見守り隊と 1 年児童とのふれあい

交流 

 

町会の皆様 

（学校評議員） 

「江戸川区学校応援団」は「子どもたちのために役立ちたい」という思いをもっている保護者や地

域の方々が、学校の希望することを応援するしくみです。 

地域・保護者・家庭が連携し、学校を取り囲む地域全体で子どもを見守り、育てていこうとする活

動が「学校応援団」です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜学校長より＞ 

 『のびゆくものは、みな美しく 生きる力の あるれる姿・・・』本校の校歌の一節です。全校８０９名の子ども達が

「わかった」「できた」と学ぶ喜びを育てる授業と笑顔のある楽しい学校生活を通して、生き生きキラキラ光る子ども達

を育てます。 

 そして、「子どもが笑顔で通いたくなる学校・保護者が通わせたくなる学校・地域の人々と共育する学校」にしたいと

思います。 

 

 

 子ども達が学校でより楽しく学べることを目指して活

動しています。 

アドバイス役や講師となって下さるのは、多彩なご経験

や専門技術などお持ちの方ばかり。子ども達は学ぶ内容ば

かりでなく、かかわる方々がもつ個性にも惹かれながら、

意欲高く学習に取り組んでいます。 

現在活動中 

・お話クレヨンさんによる読み聞かせ・図書室整備 

・地元の伝統工芸、小松菜農家見学 

・有志のお母さんによる見学の付き添い など 

 

  緑豊かで美しい学校のなかで、子ども達は多くの

ことを学んでいきます。また、子ども達が安全に過ご

せることは最も大切です。「地域の宝」を大切に育て

ようと、熱き思いでご協力いただいています。 

現在活動中 

・学校もったいない運動 

・有志のお父さんによる運動会準備、片付け 

・地域の方々、ＰＴＡ、教職員の協力によるふれあい

祭りなど 

学習活動の支援 

環境支援グループ 

学校の美化活動 

 

 子どもたちが気持ちよく安全に学校生活を過ご

せることを目指して活動しています。 

 在活動中 

・見守り隊による児童下校時の安全指導 

・見守り隊と１年児童とのふれあい交流 など 

安全支援グループ 

ふれあい祭り 

ふるさと「えどがわ」を知り、愛し、活躍できる子どもを育てよう 

 

 ＜代表より＞ 

 一之江という地域には古くから伝統工芸が根付いています。新しい街としての発展という、新旧様々なすばらしい文化

がたくさんあるところです。一之江の地域を愛する子ども達が増えて欲しいと願っています。 

 学校と地域、そして保護者が協力して、子ども達にとってより良い環境作りをしていこうという開校当時（40年以上前）

からの思いを引き継ぎ、新しく発足した学校応援団組織を活用して、今まで以上にすばらしい学校・地域づくりを進めて

いきたいと思います。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

                           


